
着眼点

　大人数でじゃんけんをするとき，普通にじゃんけんする場合と，代表者���人を決めその

人とじゃんけんをする場合（私のまわりでは「王様じゃんけん」と呼んでいました）があ

ります。この問題は，普通のじゃんけんと王様じゃんけんのどちらが“優秀”かを期待値

の視点から考えてみようという問題です。

　問題のメインは���の�G�です。���の�D�から�F�で具体的に実験を行い，�G�で普通のじゃん

けんと王様じゃんけんの決着をつけます。�G�の問題を解くための準備を������で行ってい

ます。普通のじゃんけん�YV�王様じゃんけん�の結末にびっくりした人は私だけではないは

ず。

解答例
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　�E�　�U �，�，�，…，Q �のとき，それぞれの事象は互いに排反であり，

　　�U �，�，�，…，Q �の和事象は全事象であるから
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����D�　���人でじゃんけんを行うとき，手の出方は� �� �通り。
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　�E�　�D�と同様にして計算すると下の表のようになる。
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　�G�　�D�～�F�より�Q���であることが予想できる。以下でこのことを証明する。

　　　まずは� Q( �を求める。

　　　N �，�，�，…，Q���のとき，手の出方は� Q� �通り。勝つ人は� NQ& �通り，勝つ手

　　は���通りより
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